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「新年のごあいさつ」
「新型コロナワクチン接種について」

今月の表紙
九重町民劇場の定期公演「あかつきのくに－新解釈・
朝日長者物語－」が12月4日と5日に九重文化セン
ターで行われました。

関連記事を７ページに掲載▼
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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
町
民
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
お
健
や

か
な
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
お
慶
び
申
し
上

げ
ま
す
。

　
旧
年
中
は
、
町
政
推
進
に
対
し
ま
し
て
温
か

い
ご
支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
、
心
よ
り
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　
年
頭
に
あ
た
り
、
一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
さ
て
、
昨
年
を
振
り
返
り
ま
す
と
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
へ
の
対
応
に
終
始
し
た
一
年
で

は
な
か
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
は
止
ま
る
と
こ
ろ
を
知

ら
ず
、
そ
の
影
響
に
よ
り
町
民
の
皆
様
の
生
活

を
は
じ
め
地
域
経
済
は
、
前
年
に
引
き
続
き
大

き
な
打
撃
を
受
け
ま
し
た
。
そ
の
よ
う
な
中
、

町
民
の
皆
様
が
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

か
ら
、
普
段
の
生
活
を
取
り
戻
せ
る
よ
う
に
、

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
体
制
の
迅
速
な
確
立
や
地
域

経
済
へ
の
継
続
的
な
支
援
に
取
り
組
ん
で
ま
い

り
ま
し
た
。

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
は
、
玖
珠
郡
医
師
会

の
皆
様
や
看
護
師
、
関
係
者
の
皆
様
、
そ

し
て
住
民
の
皆
様
の
ご
協
力
を
い
た
だ

き
、
希
望
者
へ
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
５
月
よ
り
開
始

し
、
９
月
に
は
無
事
終
え
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
地
域
経
済
対
策
と
し
て
、
商
品
券
発

行
事
業
を
行
い
つ
つ
事
業
継
続
支
援
金
事
業
等

に
よ
り
、
コ
ロ
ナ
禍
で
特
に
影
響
を
受
け
て
い

る
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
の
事
業
継
続
へ

の
支
援
に
も
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
ま
だ

ま
だ
、
苦
し
い
状
況
で
あ
る
と
言
わ
ざ
る
を
得

ま
せ
ん
。

　
昨
年
も
、
こ
の
よ
う
に
厳
し
い
一
年
で
は
あ

り
ま
し
た
が
、
一
方
で
嬉
し
い
出
来
事
も
あ
り

ま
し
た
。

　
一
昨
年
の
令
和
２
年
７
月
豪
雨
の
災
害
は
、

未
だ
に
町
内
に
大
き
な
爪
痕
を
残
し
て
い
ま
す

が
、
復
旧
に
３
年
は
掛
か
る
だ
ろ
う
と
思
わ
れ

て
い
た
Ｊ
Ｒ
久
大
本
線
が
、
想
像
を
は
る
か
に

超
え
る
８
カ
月
と
い
う
短
期
間
で
復
旧
さ
れ
、

３
月
に
は
全
線
再
開
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
世

界
的
拡
大
に
よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
「
東
京
２

０
２
０
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
」

は
、
史
上
初
め
て
の
無
観
客
と
は
な
り
ま
し
た

が
開
催
さ
れ
、
こ
の
コ
ロ
ナ
禍
に
お
い
て
、
世

界
中
に
感
動
と
勇
気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

そ
し
て
、
同
じ
く
延
期
と
な
っ
て
い
ま
し
た
、

『
第
５
回
「
山
の
日
」
記
念
全
国
大
会
お
お
い

た
２
０
２
１
』
が
本
町
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て

８
月
に
開
催
さ
れ
、
九
重
の
雄
大
な
自
然
と
魅

力
を
全
国
の
皆
様
に
感
じ
て
い
た
だ
く
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ

ナ
、
ア
フ
タ
ー
コ
ロ
ナ
へ
向
け
た
一
歩
に
な
っ

た
も
の
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　
そ
の
他
に
も
、
２
０
０
６
年
に
オ
ー
プ
ン
し

た
九
重

夢

大
吊
橋
が
15
周
年
を
迎
え
、
11

月
に
は
、
来
場
者
数
１
２
０
０
万
人
を
達
成
す

る
な
ど
、
今
後
の
観
光
復
興
へ
繋
が
る
出
来
事

で
あ
っ
た
と
捉
え
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
本
年
は
、
本
町
の
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
に
向
け
た
基
本
的
な
理
念
や
将
来
像
を
描
く

「
第
５
次
総
合
計
画
」
の
始
動
の
年
と
な
り
ま

す
。
現
在
、
計
画
策
定
の
最
終
段
階
に
入
っ
て

お
り
ま
す
が
、
本
計
画
に
は
町
民
の
皆
様
か
ら

の
貴
重
な
ご
意
見
は
も
と
よ
り
、
10
年
後
を
担

う
若
い
世
代
か
ら
の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め

に
、
九
重
町
の
将
来
像
に
つ
い
て
、
こ
こ
の
え

緑
陽
中
学
校
の
生
徒
の
皆
さ
ん
か
ら
も
意
見
を

募
集
し
ま
し
た
。「
２
０
４
０
年
問
題
」
を
は

じ
め
、
急
速
な
ス
ピ
ー
ド
で
変
化
・
進
展
し
て

い
く
社
会
へ
の
対
応
等
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
様
々
な
問
題
・
課
題
が
あ
り
ま
す
。

ま
た
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
は
、
オ

ミ
ク
ロ
ン
株
の
感
染
拡
大
が
顕
著
と
な
っ
て
き

て
い
ま
す
が
、
一
方
で
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
や
治

療
薬
の
開
発
に
よ
り
、
観
光
客
の
客
足
が
少
し

ず
つ
で
は
あ
る
も
の
の
戻
る
な
ど
、
希
望
の
光

が
見
え
始
め
て
い
ま
す
。

　
ま
ず
は
、
令
和
２
年
７
月
豪
雨
災
害
か
ら
の

復
旧
を
着
実
に
進
め
つ
つ
、
３
回
目
の
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
の
集
団
接
種
を
迅
速

に
行
う
と
と
も
に
、
ウ
ィ
ズ
コ
ロ
ナ
・
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
を
見
据
え
、
農
林
業
、
観
光
業
の

復
興
に
向
け
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
町
民
皆
様
の
想
い
を
形
に
し
、
未
来
へ
と
つ

な
が
る
、
持
続
可
能
な
町
の
創
造
に
向
け
た

「
ま
ち
づ
く
り
・
地
域
づ
く
り
」
を
全
力
で
進

め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
ご
支
援
・

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
皆
様
に
と
り
ま
し
て
、
実
り
多
き
輝

か
し
い
一
年
と
な
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま

す
。

九重町長

日　野　康　志

新年あいさつ
令和４年
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、
希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
年

を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
平

素
よ
り
農
業
委
員
会
活
動
に
つ
き
ま
し
て
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を

賜
り
厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
令
和
４
年
３
月
３
１
日
で
任
期
満
了
と
な
る
こ
と
か

ら
、
現
体
制
で
の
活
動
も
残
り
数
か
月
と
な
り
ま
し
た
。
農
業
委

員
会
の
最
重
要
業
務
で
あ
る
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
取
組
と

し
て
、
担
い
手
へ
の
農
地
利
用
の
集
積
・
集
約
化
、
遊
休
農
地
の

発
生
防
止
・
解
消
の
推
進
、
新
規
参
入
の
促
進
、
戸
別
訪
問
調
査

等
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
本
町
に
お
い
て
は
、
高
齢
化
等
に
よ
る
農
業
の
担
い
手
不
足
、

条
件
が
不
利
な
農
地
に
限
ら
ず
遊
休
農
地
が
増
え
て
お
り
、
遊
休

農
地
の
解
消
・
活
用
が
大
き
な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
た

め
に
も
農
業
委
員
・
農
地
利
用
最
適
化
推
進
委
員
が
共
に
手
を
携

え
て
、
農
地
等
の
利
用
の
最
適
化
の
取
組
を
強
化
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　
農
業
委
員
会
は
農
地
を
守
る
だ
け
で
な
く
、
農
家
の
皆
様
の
よ

き
相
談
役
と
し
て
、
本
町
の
農
業
の
活
性
化
に
向
け
農
業
委
員
会

一
丸
と
な
り
ま
し
て
努
力
を
し
て
い
く
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の

で
、
新
体
制
移
行
後
も
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
本
年
が
天
候
に
恵
ま
れ
、
実
り
豊
か
な
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
、
併
せ
て
農
業
者
と
ご
家
族
の
皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心

よ
り
祈
念
い
た
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

九
重
町
農
業
委
員
会

　
　
会
長
　

手

島

政

弘

九重町職員の逮捕について
　令和３年11月29日付け、玖珠郡水道協会業務に係る横領容疑で、職員が逮捕されるという事案が
発生いたしました。法令を遵守し、職務を遂行しなければならない立場にありながら、町民及び玖珠
郡水道協会関係者の皆様の信頼を失墜し、多大なるご迷惑をおかけしましたことを、心よりお詫び申
し上げます。
　現在は警察において捜査が行われています。今後、裁判所での手続きを経て事実関係が明らかにな
り次第、厳正に対処してまいります。
　町職員一同、この度の逮捕を重く受け止め、事案発生に至った経緯をしっかりと調査し、綱紀粛正
と町民及び関係者の信頼回復を図るため、次のとおり取り組んでまいります。

令和３年12月20日
　　　　　　九重町長　日野　康志

●今回のような事案の再発を防止する為、職員によって組織する再発防止委員会を設置し、以下
　の取組を推進します。

●監査委員における監査

準公金の取り扱いについて実態把握
　町が業務で取り扱う準公金の状況調査を行い、管理上の問題点の抽出及び改善策の提起
準公金取扱要領の制定
　町職員が町政運営上の必要性により取り扱う準公金について、取り扱いの基準及び手続に関
　し必要な事項を定めた要領を制定
職員研修の実施
　職員個人の公務員倫理、遵法意識の向上のため研修の実施

地方自治法第199条第２項に基づく事務執行監査
　町が補助している団体等の執行状況及び書類等の整備状況について、町の監査委員における
　監査の実施
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まちの話題

大会に出場される選手、校長先生、コーチ、日野町長
が優勝を目指して「ナンバー１」で記念撮影しました

全国ナンバー１を目指して8
12

　ドライブインシアターが飯田地区グラウンド
で開催され、映画「一粒の麦」が上映されまし
た。ドライブインシアターは車内から鑑賞でき
ることから、コロナ禍でも３密を避けながら映
画を楽しめるため、飯田まちづくり協議会主催
で昨年度から開催されています。今年は25台
の車の中から、参加者が星空の下の大きなスク
リーン上映を鑑賞しました。

ドライブインシアターはカーラジオで映画音声が流れる
ようになっており、迫力ある音が楽しめます

車で行こう！星降る映画館10
12

　ここのえ緑陽中学校３年生が「町づくりプラ
ン発表会」を九重文化センターで行いました。
３年生は18班に分かれて１年間、“観光”“交
通・インフラ”“教育・福祉”などのテーマを調
査・検討してきました。発表会では代表８班に
よる「より良い町を作りたい」「みんなで活気
のある町を作りたい」との思いが込もった、九
重町への提言がステージ発表されました。

生徒が作成したプレゼンテーションを使って、町が抱え
ると考える課題や解決方法への提案が発表されました

中学生が “町づくり” を提言20
12

　生活協同組合コープおおいたと「包括的連携
に関する協定書」を締結しました。今後は、福
祉・環境・防災・まちづくりなどの課題の解決
に向け、連携し取り組んでいきます。青木理事
長は「誰もが安心して暮らせる地域社会の実現
に向け、締結した８項目について、行政や地域
企業様とも幅広い分野で連携し取り組んでいき
たいと思います」と挨拶されました。

（左から）生活協同組合コープおおいた 青木博範理事長、
　　　　 日野町長

包括的連携にむけた協定締結27
12

　第53回全国高等学校選抜ホッケー大会（12
月23日より岐阜県にて開催）に出場する玖珠
美山高校ホッケー部が日野町長に出場報告に訪
れました。男子ホッケー部の後藤幸輝さんは
「ポジションがキーパーなので、最小失点に抑
え最後まで諦めることなくチームで協力して頑
張りたいです」と大会へ向けられた決意を述べ
られました。



広報ここのえ　2022.１月号7

　九重町民劇場の定期公演において「あかつき
のくに－新解釈・朝日長者物語－」が九重文化
センターで上演されました。「あかつきのく
に」では、平成10年に初上演された「朝日長
者物語」とは異なった、“もしも朝日長者が民
を大切にしていた、慕われた長だったら？”と
いう解釈で物語が描かれています。新たな魅力
をもった朝日長者物語に観客は見入っていました。

　九重ゴルフレンヂ・篠原まりあプロ激励会参
加者一同様より、令和２年７月豪雨災害復旧支
援として、現金41,000円をご寄附いただきま
した。九重町出身で日本女子プロゴルフ７年目
となる篠原まりあさんも日野町長を訪問され、
今シーズンの出場報告とともに来シーズンのさ
らなる活躍について抱負などをお話されまし
た。ご寄附ありがとうございました。

新たな朝日長者物語を描く4・5
12

ご寄附ありがとうございます16
12

　永寶株式会社様（東京都）より、九重町へ４
人乗り移動支援車両１台を寄贈していただきま
した。ご寄贈いただいた車両は九重町社会福祉
協議会に貸与後、高齢者等の外出支援に利用さ
れることとなっており、引
渡式が九重町役場で行われ
ました。ご寄贈ありがとう
ございました。

ご寄贈ありがとうございます

平穏がもどった朝日の地で、新たに長になった豊姫と里
人たちがタノの国を再興していくことを誓ったシーン

（左から）日野町長、篠原まりあさん、九重ゴルフレンヂ
　　　　 支配人 古川多吉さん

日野町長から九重町社会福祉協議会 会長 佐藤テイ子さ
んへ鍵が渡されました

　大分県が“標高1,000ｍ 星空に近い温泉街”と
して、筋湯温泉宿泊者限定の「夜空鑑賞日帰り
バスツアー」を九重森林公園スキー場で開催し
ました。11月27日と12月４日に行われたツ
アーには各29人が参加しました。参加者から
は「星がよく見えてきれい」との声が聞こえ、
リクライニングチェアで横になって星空を眺め
る等して鑑賞を楽しんでいました。

標高1,000ｍの美しい星空を4
12

はじめに星座について説明があり、１組に１台用意された
天体望遠鏡を使って星を見る姿も見られました

17
12

えいほう
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健康診査は受けられましたか？
●お問い合わせ　住民課　☎76-3802
　後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

高齢者インフルエンザ予防接種期間延長
●お問い合わせ
　保健福祉センター　☎76-3838

　後期高齢者医療制度に加入されている方が対
象です。元気なあなたも、治療中のあなたも早
期発見・治療のために年に１回の健康診査を受
けましょう。

①令和４年１月31日時点で65歳以上の方
②60～64歳で、心臓、腎臓、呼吸器の機
能に障がいがあり、身の回りの生活を極
度に制限される方、及びヒト免疫不全ウ
イルスによる免疫の機能に障がいがあり
日常生活がほとんど不可能な方

健康診査受診券の有効期限

健診を受ける際に持参するもの

健診を受ける際のお願い

令和４年３月31日（木）まで

・健康診査受診券（ピンク色のハガキ）
・後期高齢者医療被保険者証

新型コロナウイルス感染症等の状況を踏まえ、
医療機関等にご相談のうえ受診してください。

期間延長の対象

令和４年３月31日（木）まで
接　種　期　間

　家庭の生ごみを有効利用（堆肥化）ができる“生ごみ処理容器（コンポスト）”や、動物や風雨等
による家庭ごみの散乱を防止するための“ゴミステーション（集積所）”を設置しませんか？

生ごみ処理容器（コンポスト）設置事業

対　　象　町内に住居がある家庭（事業所除く）
で、１世帯につきコンポスト２台まで

助成内容　生ごみ処理容器購入費の１／２を補助

※５年間は同じ補助金は受けられません

ゴミステーション設置事業

対　　象　町内に住所があり、５世帯以上の地域
住民でつくられた団体（法人除く）

助成内容　※①～④いずれも千円未満の端数は除く

※５千円を限度（100円未満の端数は除く）

★水分を切って、土と生ごみを交互に入れる
★枯草や米ぬかを混ぜる
★コーヒーや酢の物は入れない
★生ごみ処理容器（コンポスト）の上に周囲の
　土を（２～３センチ）かける

① ごみ収集箱の既製品を購入した場合
　１／４以内を補助　※２万円を限度

② ごみ収集箱を業者等に製作依頼した場合
　１／２以内を補助　※１万円を限度

③ ごみ収集箱を自主製作する場合
　製作にかかった原材料の１／２以内を補助
　※１万円を限度

④ カラスネットを購入した場合
　１／２以内を補助
　※２千円を限度

いずれの事業も、詳細は「まちの事業紹介」を
ご覧ください（11ページと13ページに掲載）

▲

予算の定める範囲内になりますので、申請を受け付けられないこともあります。ご検討されている方は早めにご相談ください

生ごみ処理容器（コンポスト）・ゴミステーション設置事業について
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８
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申請方法　　１月上旬に支給対象となる世帯へ、支給確認書を簡易書留にて郵送しています。期日（令和４年
３月25日（金））までに返信してください。

支給金額　　１世帯10万円
支給方法　　確認書に記載のある口座への振込を基本とします。
基 準 日　　令和３年12月10日（九重町に住民票のある方）　

① 令和３年度住民税非課税世帯の世帯主（課税者の扶養親族等のみでなる世帯を除く）

▼

対象者・支給金額　　０歳から高校３年生までの児童を養育する方へ、児童１人あたり10万円の一括給付

支給にあたり 申請が必要な方
平成15年４月２日～平成18年４月１日生まれの児童のみを養育している方、及び、所属長から児童手当を受
給している公務員の方は申請が必要です。詳しくは、九重町ホームページをご確認ください。

児童手当の支給口座へ振込み済の方
対象となる方で、九重町から令和３年９月分の児童手当を受給している方、または、令和３年９月１日から
令和３年10月31日までに出生した児童で九重町から児童手当の受給資格を認定された方へは、令和３年12
月24日に児童手当の支給口座へ振込みをしています。
上記のに該当する方で、平成15年４月２日～平成18年４月１日生まれのきょうだいを養育している方へ
の、きょうだい児分は令和４年１月14日（金）に、児童手当の支給口座へ振込みをしています。

▼
▼

▼

　住民税が課税されている世帯であっても、新型コロナウイルス感染症の影響で家計が急変し、収入減少によ
り①と同等となる世帯へ10万円を支給します。対象要件に該当するかどうかは、収入が減少したことが分か
る書類等を審査し決定します。詳しくは事前にご相談ください。

対象要件　　・①に該当しない方
　　　　　　・新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置による影響で収入が減少した世帯
　　　　　　・世帯全員が「課税されている他親族等の扶養」を受けていないこと

相談受付期間　　令和４年２月１日（火）～令和４年９月30日（金）

▼
▼

▼
▼

▼

② 令和３年１月以降新型コロナウイルス感染症による家計急変で、①と同等となる世帯の世帯主

※記載されている口座は、令和２年度特別定額給付金の受取口座です。支給確認書に口座記載のない方、口座の変更等
　があった方は通帳と本人確認書類の写しを添付して返送してください。

★申告をされていない世帯は、令和３年度分の申告をお願いします。①に該当すれば給付対象となります。
★ＤＶ等で避難されている方で、①、②に該当する方はご相談ください。

※平成15年４月２日～令和４年３月31日までに生まれた児童
※支給要件（令和３年度所得が児童手当所得制限限度額以下である方等）があり
　ますので、詳しくは九重町ＨＰをご確認いただくか、お問い合わせください

九重町HP

▲

申請期間：令和４年１月５日（水）～２月28日（月）

住民税非課税世帯等への臨時特別給付金について
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１
　　　　　　　　税務課　☎７６－３８０３

※新型コロナウイルス感染症及びそのまん延防止のための措置と全く関係ない理由で収入が減少した方
　は対象となりません。

子育て世帯への臨時特別給付　－申請が必要な方はご注意ください！－
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８
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令和３年分 所得税確定申告及び住民税申告の受付会場を開設します
●お問い合わせ　税務課　☎７６－３８０３

申告期間・受付会場

申告に必要なもの

新型コロナウイルス感染対策にご協力ください

申告が必要な方

申告期間　２月16日(水)～３月15日(火)
　　　　　午前８時30分～午後５時〔土・日・祝日を除く〕

受付会場
九重町役場　３階　３０１会議室

※収入が０円の方は、住民税申告書にその旨を記載の上、税務課窓口へ提出をお願いします

◆会社で年末調整をしていない方　　　　　　　　◆事業所得や不動産所得等の各種所得がある方
◆源泉徴収票に記載された控除に変更がある方　　◆医療費控除・寄付金控除等を受ける方　等

※領収書の整理・収支内訳書の事前作成をお願いします。
※家畜市場で牛を販売された方は「家畜市場計算書（肉用牛売却証明書）」をご持参ください。

※国民健康保険税・介護保険料・後期高齢者医療保険料は年金特別徴収の場合は年金の源泉徴収票に記載されてい
ます。普通徴収の場合は、証明書を税務課窓口で発行する必要があります。
※国民年金保険料は、社会保険料（国民年金保険料）控除証明書の添付が必要です。ご不明な点は、日田年金機構
日田年金事務所（☎0973-22-6174）へお問い合わせください。
※生命保険料控除や地震保険等の電子的控除証明書等をお持ちの方は、あらかじめ国税庁ＨＰより「ＱＲコード付
証明書等作成システム」を利用して、電子的控除証明書等を書面で出力し、提出（提示）してください。

ご自身で確定申告される場合　または　日田税務署へ行く場合は、11ページをご確認ください

ご来場の際は必ず 『マスクの着用』『入口での手指消毒』 をお願いします。
一定時間ごとに空気の入れ替え等を行いますので、 防寒対策をしてご来庁ください。
例年申告期間中は混み合うことが多くなります。 『密』や不特定多数の方との接触を避けるためにも、郵
送やインターネット（スマートフォン・パソコン）を利用してご自身で申告していただくことを推奨しま
す。会場に直接来られる場合にも、できるだけ短時間で終わらせられるよう、必要書類を必ずそろえてお
くこと、収支の内容をまとめておくこと等、皆様のご協力をよろしくお願いします。

確定申告のお知らせハガキ
本人名義の通帳（口座振替をご希望の際に口座のお届け印が必要な場合があります）
マイナンバー確認書類（マイナンバーカード、又は、マイナンバー通知カード＋運転免許証等）
源泉徴収票や支払調書の原本、その他収入のわかる書類
事業、不動産、土地、山林、株式等所得がある方は、収支内訳書及び帳簿等関係書類

各種控除の領収書、証明書、障害者手帳等

住民税申告書

▼
▼

▼

□
□
□
□
□

□

□
（受付の結果所得税が発生しない場合必要となります。住民税申告書は印字したものをご自宅へ発送しますので
　ご持参ください）
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確定申告・住民税申告に係る要介護（要支援）認定者の所得控除
●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

日田税務署確定申告会場への来場を検討されている方へ
－確定申告の時期はもう間近です。事前準備はお早目に！！－

　「九重町障害者控除対象者認定書」及び「おむつ代の医療費控除のための確認書」が必要な方ま
たはその扶養者の方は、介護被保険者証・印鑑を持参のうえ健康福祉課（役場１階）まで申請して
ください。

要介護認定者に対する障害者控除

申告会場への入場には「入場整理券」が必要です

ご自宅から申告できる e-Tax をぜひご利用ください

確定申告会場における感染防止対策について

　障害者手帳等をお持ちでなくても、障害
者控除に該当する場合があります。
　該当となる方には所得税や住民税の控除
を受けるための、「九重町障害者控除対象
者認定書」を交付します。

対象となる方
介護保険制度で要介護認定を受けた満
65歳以上の方で、介護認定の審査資料
が一定の要件を満たす方

おむつ代にかかる医療費控除

　確定申告の際には、医師が発行する「お
むつ使用証明書」が必要です。

2 年目以降の手続き簡素化
おむつ代にかかる医療費控除を受けるのが２年目
以降の場合、医師が発行する「おむつ使用証明
書」がなくても、九重町が発行する「おむつ代の
医療費控除のための確認書」をもって代用するこ
とができます。対象となる方は、要介護（要支
援）認定を受けており、介護認定の審査資料が一
定の要件を満たした方です。

入場できる時間枠が指定された「入場整理券」が必要です。
会場で当日配付 (当日分のみ配付）しますが、LINE を通じたオンライン事前発行も可能です。

入場整理券の配布状況に応じて、後日の来場をお願いする場合があります。
申告のご相談は、ご自宅からお電話やチャットボットでも可能です。

▼
▼

▼
▼

▼ 申告国税庁ＨＰの「確定申告書等作成コーナー」の利用や手書きでの申告書作成により郵送で提出する
方法、e-Tax（スマートフォンからも可能）で電子申告をする方法等により、ご自身で申告が行えます。
詳しくは国税庁ＨＰ（http://www.nta.go.jp/）をご確認下さい。

・ＬＩＮＥ公式アカウントからの事前発行は、１月 11日以降、順次サービス開始予定。
・ＬＩＮＥホーム画面で「国税庁」または「＠kokuzei」と検索して友達追加できます。

▲国税庁HP

■入場時の検温　　■マスクの着用、手指消毒　　■少人数での来場

開設期間　２月16日(水)～３月15日(火)  土・日・祝日を除く
受付時間　午前９時～午後４時まで　(入場整理券の当日配付分は、状況により早めに終了する場合があります）
申告・納付期限　 所得税・贈与税　　　　　　３月15日（火）
　　　　　　　　 個人事業者にかかる消費税　３月31日（木）
★日田税務署（☎０９７３－２３－２１３６）※自動音声案内
　確定申告に関するご相談は、「０」番を選択してください。「確定申告電話相談センター」におつなぎします。（１/14～３/15）

【日田税務署
　 申告会場】
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人権

No.305心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

ふるさとの
 文化財探訪

第93回

カ
ッ
コ
ウ
と
民
話文

化
財
調
査
員
　
阿
　
部
　
秀
　
幸

　
九
重
町
の
鳥
は
カ
ッ

コ
ウ
で
あ
る
と
ご
存
じ

の
方
は
多
い
と
思
い
ま

す
。
町
民
憲
章
で
は

カ
ッ
コ
ウ
を
「
緑
の
中

で
聞
く
カ
ッ
コ
ウ
の
鳴

き
声
は
静
寂
で
、
情
感

を
漂
わ
せ
、
無
垢
の
聖

域
を
連
想
さ
せ
る
。
そ

れ
で
い
て
活
気
を
誘
う
予
感
を
持
ち
牧
歌

的
で
、
文
学
的
に
も
親
し
み
を
持
た
れ
て

お
り
、
九
重
の
草
原
に
最
も
適
し
た
鳥
で

あ
る
」
と
紹
介
し
て
い
ま
す
。

　

カ
ッ
コ
ウ
に
は
ホ
オ
ジ
ロ
や
モ
ズ
と

い
っ
た
他
の
鳥
の
巣
に
自
分
の
卵
を
産

み
、
そ
の
巣
の
親
鳥
に
自
分
の
ヒ
ナ
を
育

て
さ
せ
る
「
托
卵
」
と
い
う
習
性
が
あ
り

ま
す
。
カ
ッ
コ
ウ
の
卵
は
仮
親
の
卵
よ
り

も
早
く
孵
化
し
、
仮
親
の
卵
を
す
べ
て
捨

て
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
し
て
仮
親
が
運
ん

で
来
る
エ
サ
を
独
占
し
て
成
長
す
る
の
で

す
。
こ
う
聞
く
と
カ
ッ
コ
ウ
は
ず
い
ぶ
ん

ひ
ど
い
鳥
だ
と
思
わ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ

ん
が
、
な
ぜ
托
卵
を
す
る
の
で
し
ょ
う
か
。

　
カ
ッ
コ
ウ
は
体
温
を
一
定
に
保
つ
能
力

が
低
く
、
こ
れ
が
托
卵
の
理
由
だ
と
い
う

説
が
あ
り
ま
す
。
多
く
の
鳥
は
親
が
卵
を

あ
た
た
め
て
ヒ
ナ
を
か
え
し
ま
す
が
、
体

温
変
動
が
大
き
い
カ
ッ
コ
ウ
は
、
う
ま
く

卵
を
あ
た
た
め
ら
れ
ず
、
他
の
鳥
に
卵
を

託
し
た
ほ
う
が
ヒ
ナ
が
育
ち
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
托
卵
は
さ

れ
る
側
に
と
っ
て
は
と
ん
で
も
な
い
話
で

す
が
、
カ
ッ
コ
ウ
は
カ
ッ
コ
ウ
で
、
生
ま

れ
た
瞬
間
か
ら
親
子
が
離
れ
離
れ
に
な
る

と
い
う
悲
し
い
宿
命
を
背
負
っ
て
い
る
と

言
え
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
カ
ッ
コ
ウ
が
九
重
町
の
鳥
に
指
定
さ
れ

た
理
由
の
一
つ
に
「
九
重
町
に
古
く
か
ら

伝
わ
る
カ
ッ
コ
ウ
の
民
話
が
あ
る
」
と
い

う
こ
と
も
あ
っ
た
よ
う
で
す
。
そ
の
民
話

と
は
カ
ッ
コ
ウ
は
継
母
に
い
じ
め
ら
れ
て

鳥
に
な
っ
た
娘
の
姿
で
あ
る
と
い
う
も
の

で
す
。
大
ま
か
に
紹
介
し
ま
し
ょ
う
。

　
「
実
子
と
継
子
の
姉
妹
が
そ
れ
ぞ
れ
背

負
い
き
れ
な
い
ほ
ど
の
山
菜
を
収
穫
し
て

家
に
つ
い
た
。
母
は
実
子
に
は
ね
ぎ
ら
い

の
言
葉
と
ご
褒
美
を
与
え
る
一
方
、
継
子

に
は
働
き
が
足
り
な
い
と
厳
し
い
仕
置
き

を
し
た
。
継
子
は
た
ま
ら
ず
外
へ
飛
び
出

し
た
。
実
母
の
優
し
い
笑
顔
を
思
い
出

し
、「
か
っ
ぽ
、
か
っ
ぽ
」
と
母
を
呼
ん

で
空
へ
舞
い
上
が
っ
た
。
春
の
野
山
を

「
カ
ッ
コ
ウ
、
カ
ッ
コ
ウ
」
と
鳴
き
な
が

ら
飛
ん
で
い
る
の
は
、
こ
の
娘
の
化
身
で

あ
る
と
い
う
」

　
先
人
た
ち
は
カ
ッ
コ
ウ
を
ひ
ど
い
鳥
で

は
な
く
、
悲
し
い
鳥
だ
と
見
て
い
た
と
い

う
こ
と
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　
こ
の
よ
う
に
古
く
か
ら
の
言
い
伝
え
や

歴
史
的
な
遺
物
な
ど
か
ら
は
、
我
々
が
何

に
関
心
を
持
ち
、
ど
の
よ
う
に
と
ら
え
て

い
た
の
か
を
伺

う
こ
と
が
で
き

ま
す
。
こ
の
よ

う
な
貴
重
な
先

人
の
遺
産
を
未

来
に
伝
え
て
い

く
の
も
文
化
財

保
全
の
重
要
な

役
割
か
と
思
い

ま
す
。

　今年度最後となる第４回目の「なるほど“ザ”人権講
座」が11月４日に開催されました。
　第４回講座は、『人権学習は誰のため？～「寝た子
は起こすな」でいいのか～』と題して、大分県人権・
部落差別解消教育研究協議会事務局の足立哲範さんを
講師にお迎えし講話をして頂きました。

　受講生アンケートでは、以下のような記述がみられ
ました。（一部抜粋）

・部落問題について常に学習していく必要があると思
う。そのことを通じて人権について敏感な人間にな
りたいと思う。
・人とのかかわりの中で本当に自分の意識はその人の
ことを尊重してるのか、と考えてみるきっかけにな

ると思いました。
・４回の講座を聞いてとても勉強になりました。被差
別地域の人をかわいそうとか思ったことはありませ
ん。そう思う気持ちがあることが差別の始まりだと
思う。
・今回で終了ですが、まだまだお話をききたいなと思
います。講座の回数をふやしてもらうとうれしいで
す。子ども達にも同じようにきかせてあげたいです。

　コロナ禍で昨年度は実施出来ず、本年度も講座が延
期になるなど難しい中での開催でしたが講師の方や受
講生の協力もあり、全４回の講座を終了することが出
来ました。
　本講座で聞き・知り・感じ、自分なりに色々なこと
を考えることで「気づき」が受講生一人一人の中で芽
吹き、「人権のまちづくり」を進めていく仲間として
今後のPTAや地域の中で活躍されることを願ってい
ます。
　夜に開催される連続講座で参加の難しさはあります
が、来年度も多くの方々（特に未受講の方々）の参加
を心からお待ちしています。

　紙面の都合上、詳細について掲載することができま
せんが、ご質問等がございましたら、社会教育課（☎
76－3823）までお問い合わせください。
　　　　　　　　　九重町教育委員会　社会教育課

2021年度　第４回なるほど “ザ”人権講座

九重町の鳥･カッコウ
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●児童書・コミック
ひよこはにげます　　　　　　　　　　　　　　五味太郎
ノラネコぐんだんラーメンやさん　　　　　　工藤ノリコ
らいおんレストラン　　　　　　　　　　やまぐちりりこ
せんろはつづくにほんいっしゅう　　　　　　鈴木まもる
おいものもーさん　　　　　　　　　　　　岡田よしたか
あんなにあんなに　　　　　　　　　　ヨシタケシンスケ
だれかのプレゼント　　　　　　　　　　　　　谷口友則
作るのが楽しくなるクラフトＢＯＯＫ 折り紙も工作も！　いしかわまりこ
仮面ライダー完全超百科　　　　　　　　　　その他多数
●一般図書
吾妻おもかげ　　　　　　　　　　　　　　　　梶よう子
ミチクサ先生（上・下）　　　　　　　　　　　  伊集院静
旅屋おかえり　　　　　　　　　　　　　　　　原田マハ
二人の嘘　　　　　　　　　　　　　　　　一雫ライオン
失われた岬　　　　　　　　　　　　　　　　　篠田節子
フェイクフィクション　　　　　　　　　　　　誉田哲也
倒産続きの彼女　　　　　　　　　　　　　　　新川帆立
星を掬う　　　　　　　　　　　　　　　　　町田そのこ
むかしむかしあるところに、やっぱり死体がありました。　青柳碧人
ボーダーライト　　　　　　　　　　　　　　　　今野敏

残照の頂（山女日記　続）　　　　　　　　　　 湊かなえ
レフトハンド・ブラザーフッド（上・下）　　　知念実希人
もしあと１年で人生が終わるとしたら？　　　　小澤竹俊
ヤマザキマリの人生談義　　　　　　　　　ヤマザキマリ
向田邦子ベスト・エッセイ　　　　　　　　向田和子・編
むき出し　　　　　　　　　　　　　　　　　　兼近大樹
私が見た未来　　　　　　　　　　　　　　　　たつき諒
過疎再生　奇跡を起こすまちづくり　　　　　　松場登美
毎日イキイキ！解いて動いて脳活生活　　篠原菊紀・監修
夜間頻尿朝までぐっすり！自宅ケアＢＯＯＫ　主婦と生活社・編
更年期障害だと思ってたら重病だった話　　　　村井理子
カリスマ保育士てぃ先生の子育てで困ったら、これやってみ！　てぃ先生
子どもがパクパク食べる！魔法のおうちごはん　　あおい
直見工房　財前さんちの春夏秋冬のごはんと暮らし　財前直見
週末猟師　ジビエ・地域貢献・起業　　　　　　原田祐介
タネ屋がこっそり教える野菜づくりの極意　　市川啓一郎
年金生活者定年退職者のためのかんたん確定申告
美しき小さな雑草の花図鑑　　　　　　　　　多田多恵子
発酵来福レシピ　　　　　　　　　　　　　　　おのみさ
大谷翔平常識を超えた１００の秘密
６０代からの今すぐ見たい日本の絶景　　　　その他多数

新刊・新着図書案内 ～新しい１年が豊かで幸せでありますように！皆さんを応援する本が待っています！～

ほんの森１月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより

　明けましておめでとうございます。今年も皆さまと本の良き出会いを精一杯お手伝いさせていただきます。さ
て、え～新年早々何ですが、実は…数年前から図書館はこそっと『お年玉』を出していました。ささやか～な
『お年玉』なので、広報等でのお知らせはしていませんでした。誠に申し訳ございません。年明けに来館してく
ださった方が、カウンターで「おや？じゃあ１つもらおうか？」というくらいのモノ。それは雑誌付録の『カレ
ンダー』や『スケジュール帳』『家計簿』です。出版社が１年間のご愛顧を願ってちょっぴり頑張った付録なの
で喜ばれます。ひと家族１点にしていますが、数が少ないので数日でなくなります。このお年玉目当てに年明け
早々、いざ図書館へ！ということはないでしょうが、今後も毎年配布していく予定ですので、遅ればせながらこ
の場を借りて皆さまへお知らせをいたします。この記事が読まれるころは、もう今年の分は終わっているかもし
れませんが、図書館からの『お年玉』のこと、良かったら来年まで覚えていてくださいねー！そ・し・て！今年
は『お年玉第２弾！』として、５冊以上借りられた方（ひとり10冊まで借りられます）に「ビタミンＣ、Ｅ、
食物繊維たっぷりのアレ」を１個プレゼントしています。こちらも用意した分が無くなり次第終了になります。
もらえた方はラッキーですねー！運試しに図書館に足を運んでみませんか？

『鬼が笑う？図書館からのお年玉！』

お
知
ら
せ

●「おはなし会」毎月第２土曜日10：30～11：00

●「蔵書点検のため休館いたします」

１月の担当グループは「チームそらまめくん」のみなさんでし
た。２月は「スター」（２／12予定）のみなさんです。手あそび
や紙芝居など、おうちでの読み聞かせとはちょっぴり違う「おは
ななし会」を楽しみに来てください。来てくれたお友だちにはさ
さやかなプレゼントも♪キラキラシールも選んで貼ってね！

昨年度は、新型コロナウイルスによる臨時休館が多かったため、開館日を増やすために蔵書点検を
しませんでした。今年は２月末～３月始め頃の５日間を点検日に予定しています。詳しい日程は２
月号の広報等でお知らせいたします。図書館の本がきちんと整理、管理されているかを点検するた
めの大切な作業です。ご迷惑をおかけしますが、ご理解、ご協力をお願いいたします。

『来年の事を言えば鬼が笑う』とは、先のことをあれこれ言ってみても、来年は
どうなるかわからないから意味がない。予測できない未来のことを言うと、鬼が
バカにして笑う…ということわざ。

本当に鬼に大笑いされそうですが、たくさん収穫できれば来年も『お年玉 第２弾！』計画し
てます！「アレ」とは、外は茶色、中は緑のキウイフルーツです。風邪予防に◎！

12月のおはなし会参加者▲おはなし会で
　読んだ本
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暮らしの情報　●

　
法
務
大
臣
か
ら
委
嘱
さ
れ
た
人
権
擁
護

委
員
が
、
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
に
関
す
る
ご

相
談
に
応
じ
て
い
ま
す
。
相
談
は
無
料
で

秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

■
と　
き　
２
月
17
日
㈭

　
午
前
10
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
３
階
３
０
２
会
議
室

■
内　
容　
差
別
を
受
け
た
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
侵
害
を
受
け
た
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
上
で
誹
謗
中
傷
さ
れ
た
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
総
務
課
（
☎
７
６‐

３
８
０
０
）

■
と　
き　
２
月
24
日
㈭

■
と
こ
ろ

　
九
重
町
役
場
１
階
１
０
２
会
議
室

■
そ
の
他　
事
前
予
約
が
必
要
で
す
。
日

田
年
金
事
務
所
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
年
金
事
務
所

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

６
１
７
４
）

■
と　
き　
２
月
10
日
㈭
午
後
２
時
〜

■
と
こ
ろ　
玖
珠
総
合
庁
舎　
３
階

■
内　
容

　
う
つ
病
や
認
知
症
等
の
本
人
及
び
家
族

等
に
対
す
る
専
門
医
に
よ
る
医
療
相
談

■
相
談
料　
無
料

■
そ
の
他　
前
日
ま
で
に
事
前
予
約
必
要

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ

　
県
西
部
保
健
所　
地
域
保
健
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

３
１
３
３
）

■
期　
間　
２
月
１
日
㈫
〜
２
月
28
日
㈪

の
午
前
９
時
〜
午
後
４
時

　

※

土
日
祝
日
は
お
休
み

■
相
談
窓
口　
各
司
法
書
士
事
務
所

■
内　
容　
遺
産
分
割
、
遺
言
、
相
続
分

な
ど
相
続
に
関
す
る
問
題
と
登
記
手
続

■
相
談
料　
期
間
中
の
相
談
は
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法
書
士
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
５
７
９
）

■
と　
き　
２
月
21
日
㈪

　
午
後
１
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー

■
内　
容　
主
に
身
体
・
知
的
障
が
い
等

に
関
す
る
こ
と
や
、
ご
本
人
ま
た
は
ご

家
族
が
日
常
で
困
っ
て
い
る
こ
と
な
ど

■
そ
の
他　
予
約
不
要
。
相
談
無
料

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
す
ぎ

の
こ
村 

Ｂ
ｅ
ｅ
す
け
っ
と

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

７
８
９
７
）

■
と　
き　
２
月
３
日
㈭

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場　
１
階
会
議
室

■
内　
容

　
相
続
、
遺
言
、
農
地
転
用
、
許
認
可
申

請
、
技
能
実
習
等
外
国
人
雇
用
等

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
行
政
書
士
会
日
田
支
部
会

（
☎
０
９
０‐

８
２
８
９‐

４
６
６
４
）

　
労
働
委
員
会
は
、
労
使
紛
争
を
解
決
す

る
た
め
の
専
門
的
な
行
政
機
関
で
す
。

　
大
分
県
労
働
委
員
会
で
は
、
解
雇
、
賃

金
未
払
い
、
労
働
条
件
な
ど
の
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
電
話
、
来
所
で
の
相

談
を
無
料
で
お
受
け
し
ま
す
。

　
秘
密
は
厳
守
さ
れ
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
期　
間

　
２
月
１
日
㈫
〜
２
月
７
日
㈪

■
受
付
時
間

【
平
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
８
時

（
来
所
の
受
付
は
午
後
７
時
ま
で
）

【
土
日
】
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

（
来
所
の
受
付
は
午
後
４
時
ま
で
）

■
相
談
方
法

【
電
話
相
談
】

〈
相
談
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
〉

　
☎
０
９
７‐

５
３
６‐

３
６
５
０

〈
そ
の
他
の
ダ
イ
ヤ
ル
〉

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
５
１

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１

【
来
所
相
談
】
大
分
県
労
働
委
員
会
事
務

局
（
大
分
県
庁
舎
本
館
３
階
）

※

来
所
相
談
の
場
合
は
事
前
に
要
連
絡

※

こ
の
期
間
以
外
で
も
、
平
日
（
午
前
９

時
〜
午
後
５
時
）
に
随
時
労
働
相
談
を

受
け
付
け
て
い
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
労
働
委
員
会

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
２
４
１
）

■
と　
き　
平
日
の
午
前
９
時
〜
正
午
、

午
後
１
時
〜
午
後
５
時

（
土
日
・
祝
日
を
除
く
）

■
と
こ
ろ　
日
田
公
証
役
場
（
日
田
市
）

■
内　
容　
①
遺
言
の
ほ
か
、
高
齢
者
等

の
財
産
管
理
、
土
地
・
建
物
の
賃
貸

借
・
売
買
、
金
銭
貸
借
、
離
婚
給
付
、

尊
厳
死
宣
言
な
ど
の
公
正
証
書
の
作
成

に
関
す
る
相
談　
②
会
社
定
款
や
契
約

書
類
の
認
証
等
に
関
す
る
相
談　
③
相

続
問
題
に
関
す
る
相
談

■
そ
の
他　
電
話
で
事
前
受
付
が
必
要

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
日
田
公
証
役
場

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

６
７
５
１
）

■
と　
き　
２
月
８
日
㈫

２
月
は
「
相
続
登
記
は
お
済
み
で

す
か
月
間
」
で
す

行
政
書
士
会
日
田
支
部
無
料
相
談
会

悩
ま
ず
ど
ん
と
こ
い
労
働
相
談
週
間

遺
言
等
無
料
公
証
相
談

大
分
県
交
通
事
故
巡
回
相
談

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た

め
掲
載
し
て
い
る
行
事
・
相
談
会
な
ど
が
延

期
ま
た
は
中
止
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

人
権
な
ん
で
も
相
談
所

精
神
保
健
福
祉
相
談(

こ
こ
ろ
の
相
談
）

障
が
い
巡
回
相
談

年
金
相
談
日

各
種
相
談
（
相
談
無
料
）
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●　暮らしの情報

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

■
踏
切
で
は
次
の
こ
と
を
守
ろ
う
！

・
必
ず
い
っ
た
ん
止
ま
っ
て
左
右
を
確
認

す
る

・
踏
切
の
向
こ
う
側
に
ス
ペ
ー
ス
が
で
き

る
ま
で
踏
切
に
進
入
し
な
い

・
警
報
機
が
鳴
り
だ
し
た
ら
踏
切
に
入
ら

な
い

■
車
が
動
か
な
く
な
っ
た
ら
ま
ず
列
車
を

止
め
よ
う
！

・
非
常
ボ
タ
ン
を
押
す
か
、
発
煙
筒
で
合

図
す
る

◎
踏
切
で
の
緊
急
な
用
件
は
、
☎
０
１
２

０‐

４
０
５‐

８
８
９
ま
で
ご
連
絡
を

■
お
問
い
合
わ
せ

　
Ｊ
Ｒ
九
州
大
分
鉄
道
事
業
部

（
☎
０
９
７‐

５
１
３‐

５
８
５
３
）

　
紀
尾
井
町
戦
略
研
究
所
㈱
が
提
供
す
る

Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
の
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却
シ
ス
テ
ム
に

よ
り
、
公
有
財
産
の
売
却
を
行
い
ま
す
。

■
参
加
申
込
期
間

　
１
月
20
日
㈭
〜
２
月
８
日
㈫

■
入
札
期
間

　
２
月
22
日
㈫
〜
２
月
24
日
㈭

■
公
売
予
定
商
品

　
救
急
車
（
平
成
22
年
式
）

■
申
込
方
法　
公
売
へ
の
参
加
申
込
み
な

ど
を
さ
れ
る
方
は
、
事
前
に
日
田
玖
珠

広
域
消
防
組
合
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧

く
だ
さ
い
。
公
売
へ
の
申
込
み
な
ど
は
、

《
Ｋ
Ｓ
Ｉ
官
公
庁
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
Ｈ
Ｐ
》

　

https://kankocho.jp

　
か
ら
申
込
み
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

公
売
物
品
を
中
止
も
し
く
は
変
更
す
る

こ
と
が
あ
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ　
日
田
玖
珠
広
域
消
防

組
合
消
防
本
部
総
務
課

（
☎
０
９
７
３‐

２
４‐

２
２
０
４
）

　
再
就
職
を
目
指
す
、
求
職
者
の
み
な
さ

ん
。
職
業
訓
練
施
設
を
見
学
し
て
、
あ
な

た
に
ぴ
っ
た
り
な
訓
練
コ
ー
ス
を
見
つ
け

て
み
ま
せ
ん
か
。

■
と　
き　
２
月
15
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
午
後
４
時
30
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

■
と　
き

　
３
月
17
日
㈭
〜
３
月
18
日
㈮

■
と
こ
ろ　
日
田
市
複
合
文
化
施
設
Ａ
Ｏ

Ｓ
Ｅ
（
日
田
市
）

■
受
付
期
間

　
２
月
２
日
㈬
〜
２
月
９
日
㈬

■
受
講
料　
８
，
０
０
０
円

■
定　
員　
30
人

■
申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
、
ま
た
は
受
講
申
請
書
に

よ
り
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
申
込
み
（
詳
し
く
は
日

本
防
火
・
防
災
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
）

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
日
本
防
火
・
防
災
協
会

（
☎
０
３‐

６
２
６
３‐

９
９
０
３
）

■
募
集
日
程

　
２
月
16
日
㈬
〜
３
月
10
日
㈭

※
前
期
・
中
期
募
集
で
定
員
に
達
し
た
場

合
は
試
験
を
実
施
し
ま
せ
ん

■
募
集
科
名
・
定
員
・
対
象
者

【
オ
フ
ィ
ス
ビ
ジ
ネ
ス
科
】

・
定　
員　
20
人

・
対
象
者　
令
和
４
年
４
月
１
日
時
点
18

歳
〜
39
歳
の
方
、
離
転
職
者
等
、
新
規

高
等
学
校
卒
業
予
定
者

【
ガ
ー
デ
ン
エ
ク
ス
テ
リ
ア
科
】

・
定　
員　
20
人

・
対
象
者　
離
転
職
者
等
、
新
規
高
等
学

校
卒
業
予
定
者

【
共
通
項
目
】

■
入
校
試
験　
３
月
13
日
㈰

■
訓
練
期
間　
１
年
間
（
４
月
入
校
）

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
等

の
実
費
が
必
要
）

■
申
込
方
法　
各
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
で
職
業

相
談
後
、
願
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７
３‐

２
２‐

０
７
８
９
）

■
と　
き

　
２
月
11
日
㈮
〜
２
月
13
日
㈰

　
午
前
８
時
35
分
〜
午
後
４
時
40
分

■
と
こ
ろ　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

■
受
講
料　
２
１
，
５
０
０
円
（
テ
キ
ス

ト
代
別
途
必
要
）

■
申
込
期
限　
２
月
４
日
㈮

■
申
込
・
お
問
い
合
わ
せ

（
一
社
）
日
本
ボ
イ
ラ
協
会
大
分
支
部

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

５
７
４
９
）

■
募
集
期
間　
２
月
９
日
㈬
ま
で

■
選
考
日　
２
月
13
日
㈰

■
授
業
料　
無
料
（
入
校
時
に
教
科
書
、

試
験
・
講
習
会

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
有
財
産
売
却

訓
練
コ
ー
ス
説
明
会
参
加
者
募
集

甲
種
防
火
管
理
新
規
講
習

ボ
イ
ラ
ー
実
技
講
習

県
立
日
田
高
等
技
術
専
門
校 

令
和

４
年
度
訓
練
生
募
集
（
一
般
後
期
）

お
知
ら
せ

悲
惨
な
踏
切
事
故
を
無
く
し
ま
し
ょ
う

〜
２
月
３
日
は
ふ
み
き
り
の
日
〜

大
分
高
等
技
術
専
門
校
入
校
生
募
集

（
一
般
中
期
）
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暮らしの情報　●

　
実
習
服
等
の
実
費
必
要
）

■
募
集
科
目
・
訓
練
期
間

　
メ
カ
ト
ロ
ニ
ク
ス
科
（
２
年
）
／
電
気

設
備
科
（
１
年
）
／
自
動
車
整
備
科

（
１
年
）
／
木
造
建
築
科
（
１
年
）
／

空
調
配
管
シ
ス
テ
ム
科
（
１
年
）

■
定
　
員　
各
科
20
人

■
対
象
者　
高
等
学
校
を
卒
業(

見
込
者

を
含
む)

又
は
こ
れ
と
同
等
以
上
の
学

力
を
有
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方
。
令
和

４
年
４
月
１
日
現
在
18
〜
39
歳
以
下
の

方
に
限
り
ま
す

■
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
立
大
分
高
等
技
術
専
門
校

（
☎
０
９
７‐

５
４
２‐

３
４
１
１
）

■
実
施
主
体　
社
会
福
祉
法
人
大
分
県
盲

人
協
会
、
大
分
県
点
字
図
書
館

■
応
募
条
件　
①
原
則
と
し
て
講
習
会
を

毎
回
受
講
で
き
る
方　
②
パ
ソ
コ
ン
を

お
持
ち
で
簡
単
な
操
作
の
で
き
る
方　

③
講
習
会
終
了
後
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と

し
て
継
続
し
て
点
字
図
書
館
に
お
け
る

点
字
図
書
・
録
音
図
書
等
の
製
作
等
に

協
力
で
き
る
方

【
点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
】

・
と
　
き　
毎
週
金
曜
日
の
午
前
10
時
〜

正
午

・
募
集
人
員　
15
人
程
度

・
そ
の
他　
講
習
会
の
後
半
に
は
パ
ソ
コ

ン
に
よ
る
点
訳
の
実
習
を
行
う

【
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会
】

・
と
　
き　
毎
週
火
曜
日
の
午
前
10
時
〜

正
午

・
募
集
人
員　
15
人
程
度

・
そ
の
他　
講
習
会
で
は
パ
ソ
コ
ン
を
使

用
し
た
デ
ジ
タ
ル
録
音
を
行
う

【
共
通
項
目
】

■
期
　
間　
令
和
４
年
４
月
〜
令
和
５
年

３
月
の
１
年
間
（
延
40
回
程
度
）

■
受
講
料　
無
料

■
と
こ
ろ　
大
分
県
点
字
図
書
館
（
大
分

県
盲
人
福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階
）

■
応
募
期
限　
３
月
15
日
㈫

■
そ
の
他　
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選

■
お
問
い
合
わ
せ　
社
会
福
祉
法
人
大
分

県
盲
人
協
会　
大
分
県
点
字
図
書
館

（
☎
０
９
７‐

５
３
８‐

０
３
９
９
）

　
放
送
大
学
は
、
２
０
２
２
年
４
月
入
学

生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

■
授
業
科
目　
心
理
学
・
福
祉
・
経
済
・

歴
史
・
文
学
・
情
報
・
自
然
科
学
な

ど
、
約
３
０
０
の
幅
広
い
授
業
科
目
が

あ
り
、
１
科
目
か
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

ま
す

■
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス　

２
月
20
日

㈰
、
３
月
６
日
㈰

■
出
願
期
間

【
第
１
回
】
２
月
28
日
㈪
ま
で

【
第
２
回
】
３
月
15
日
㈫
ま
で

■
お
問
い
合
わ
せ

　
放
送
大
学
大
分
学
習
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７
７‐

６
７‐

１
１
９
１
）

点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
習
会

放
送
大
学
入
学
生
募
集

区　分 貸与月額
高校生
大学・大学院生等

15,000 円
20,000 円または 30,000 円

　玖珠郡育英会では、経済的理由により修学困難な玖珠町・九重町出身の高等学校・大学及び専修学校等の学生を対象
として、奨学金の貸与事業を実施しています。貸与を受けたい方は、次により出願してください。

●応募資格
１．九重町・玖珠町民で、現に居住する方。またはその子弟で、学校教育法またはその他の法令に規定する高等学
校・高等専門学校・大学・大学院・及び専修学校等に在学または進学予定の方。
２．学業人物ともに奨学生としてふさわしい方。　３．経済的理由により、学費の支払いが困難な方。

●奨学金の貸与期間と金額
　１．奨学金を貸与する期間は、正規の最短就学期間です。
　２．奨学金は下記の種類で「希望選択制」です。

●採用予定数　　高校生：７名程度　　大学生・大学院生・専修学校等：12名程度

●出願手続き　　玖珠郡育英会の指定用紙（奨学生願書）に必要事項を記載して、玖珠郡育英会に提出してください。

●出願期間　　令和４年１月５日（水）～２月18日（金）

令和４年度　奨学生募集

出願手続に必要な添付書類
①戸籍抄本（本人のもの）　②所得証明書（家計支持者（父母等）の所得証明）
③滞納のない証明（保護者の納税関係証明　玖珠郡育英会様式）
④奨学生推薦調書（高等学校、大学等進学予定者は出身中学校、高等学校の調書、在学中の学生は在学校の調書）　
⑤履歴書　⑥写真（願書用。縦３㎝×横2.5㎝の免許証用サイズ）

出　願　先
お問い合わせ

公益財団法人　玖珠郡育英会事務局  ☎76-3816
〒879-4895　九重町大字後野上8-1 九重町役場　教育委員会内 玖珠郡育英会HP▲

※専修学校等とは、専修学校・専門学校・各種学校・大学校で終業年限が１年以上のもので、学費を要するものをいいます
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（敬称略）

桐 木 一

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

純 也
やの　　　 ゆいと

12月１日～12月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

8,916  人
4,286  人
  4,630  人
3,892 　 

10
4
6
0

軸　丸　ハ　マ

菅　　　テ　ル

武　石　郁　子

武　石　忠　行

竹　尾　　　晃

遠　江　邦　子

筋 湯

湯 坪 下

下 旦 三

下 旦 三

桐 木 一

北 恵 良 一

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

1

1

0

2

0

6

3

8

17

0

5

3

4

12

20

57

127

57

261

20

62

130

61

273

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2021・12月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

矢野　悠純

　「みなさん、体調管理は大丈夫ですか？」
　寒い時期は、一日の寒暖差が激しく、その変化に身体の調節機能がつ
いていけず、体調を崩したり持病が悪化したりすることがあります。皆
さんもそのような経験があるのではないでしょうか。
　気温が下がると家の中であっても、温度差による急激な血圧の変化で、
脳卒中や心筋梗塞などを引き起こすことがあります。これらは時に命を
奪う危険な病気です。寒暖の差で特に気をつけなければいけないのは、
「入浴」です。温かい部屋から寒い脱衣所で脱衣する際や、寒い浴室に
移動する際も急激な温度差が体を襲います。また、冷えた体で熱いお湯
につかる時は特に注意が必要です。
　

　
　万が一入浴中に事故が発生した場合は応急措置として、まずは浴槽か
ら救出して下さい。もし救出が出来ない場合には、浴槽の栓を抜いて、
顔がお湯につからないようにし、すぐに救急車を要請して下さい。意
識・呼吸がない場合には、心臓マッサージを行って下さい。（自信のな
い方は119番通報をすると、口頭で通信員がやり方を指導してくれます。）
　これからの季節、体調管理には十分気を付けお過ごし下さい。

男

91

85

73

77

92

93

明けましておめでとうございます。本年も
よろしくお願いいたします。
まちの話題で、久しぶりに夜の撮影をして
みました。案の定、カメラ設定に四苦八苦
しましたが、なんとか撮影終了…。夜空鑑
賞は明かりが消えて暗闇になるとカメラも
どこ？状態でしたが、きれいな星空を見る
ことができました。またドライブインシア
ターは初めてでしたが、屋外の大きなスク
リーンとカーステレオから流れる音に、映
画館とは違う雰囲気を感じてわくわくしま
した。私の技術が足りていないのですが、
雰囲気を少しでも感じていただけたらいい
なと思います。　　　　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110

● 

病
　
院

１月

２月

23日
30日
6日
11日
13日
20日
23日

73-2030
72-2143
72-1127
72-7100
78-8811
76-2711
72-6101

北山田
春日町
塚 脇
山 田
町 田
恵 良
塚 脇

電　話住　所 医療機関名日月
0973-22-3305

72-3838
0973-28-7688
0973-23-2228

76-2018
0973-22-7736
0973-24-3718

日田市
玖珠町
日田市
日田市
恵 良
日田市
日田市

★都合で変更する場合があります。

北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科
友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック

井 上 歯 科 医 院
たしろ歯科医院
またけ歯科クリニック
中 村 歯 科 医 院
玉 井 歯 科 医 院
はたの歯科医院
石松朗歯科医院

2022 年１月・２月休日当番医
● 

歯
科
医

１月

２月

23日
30日
6日
11日
13日
20日
23日

電　話住　所 医療機関名日月

急なケガの対応・病院のかかり方
こころの相談などご相談くださいここのえ健康ダイヤル

フリーダイヤル
0120－511－658（24時間年中無休無料健康相談）

＜発熱や風邪などの症状があるときの受診方法について＞ 
◎「かかりつけ医など身近な医療機関」に電話で相談のうえ受診してください
◎かかりつけ医がいない場合、診療時間外の場合　　　受診相談センター（24時間対応）　☎ 0 9 7 - 5 0 6 - 2 7 5 5

じゅんや

じくまる　　　　　はま

すが　　　　　　　 てる

たけいし　　　　 いくこ

たけいし　　　　ただゆき

たけお　　　　　　 あきら

とおとうみ　　　　くにこ

『冬場の体調管理』

●お風呂の温度は低めにして、長時間の入浴は避ける。　　　
●入浴前にシャワーを出し浴室を温める。
●脱衣所も暖房器具などで温める。
●入浴前にコップ一杯の水分を補給する。

〈対策〉

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（±　 ）
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読 者 俳 句

泡
沫
の
三
社
詣
で
や
六
つ
の
花

年
の
瀬
や
順
序
不
同
の
住
所
録

冬
霞
限
界
の
里
風
の
鳴
く

サ
ン
タ
来
る
信
じ
る
孫
や
五
年
生

大
根
漬
去
年
の
色
粉
探
し
を
り

来
る
年
や
五
黄
の
虎
に
あ
や
か
り
た
し

三
俣
山
初
冠
雪
や
季
は
移
り

冬
晴
れ
や
空
に
き
こ
り
の
声
響
く

廃
屋
の
思
い
出
つ
き
ぬ
紅
葉
か
な

初
日
の
出
茜
に
に
じ
む
三
俣
山

小
春
日
や
日
付
昭
和
の
母
子
手
帳

う
ろ
こ
雲
お
空
動
か
し
東
へ
と

親
も
子
も
静
か
に
消
ゆ
る
雪
兎

女
正
月
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
に
指
通
す

薄
味
に
心
掛
け
た
る
女
正
月

山
眠
る
裾
野
ぐ
る
り
と
久
大
線

終
活
を
理
由
に
終
い
の
賀
状
出
す

眠
り
田
の
来
る
年
思
う
師
走
か
な

冬
薔
薇
手
折
ら
れ
し
は
夢
の
中

初
夢
や
米
寿
間
近
の
富
士
登
山

律　

子

香　

澄

豊　

國

良　

子

左
世
美

則　

子

直　

人

ヨ
ウ
子

ト
シ
子

泉　

渓

２月号の締め切りは、九重町役場企画調整課まで１月26日（必着）でお願いいたします。

　
大
旦
は
、
元
旦
、
鶏
旦
と

も
。
一
月
一
日
の
朝
を
寿
ぐ
意

を
い
う
。

　
﹁
過
去
無
量
の
い
の
ち
の
バ
ト

ン
を
受
け
つ
い
で
、
い
ま
、
こ

こ
に
自
分
の
番
を
生
き
て
い

る
﹂
相
田
み
つ
を
の
言
葉
で

す
。
﹁
自
分
の
番
﹂
を
し
っ
か
り

心
に
留
め
な
が
ら
、
新
年
を
寿

ぐ
一
行
詩
に
な
り
ま
し
た
。

ふ
る
さ
と
探
訪

ふ
る
さ
と
探
訪

歳 時 記

一　

主

末　

子

桐　

友

重　

吉

チ
ズ
子

好　

美

文　

雄

次　

江

文　

子

ヤ
ス
コ

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

蕪
は
冬
の
季
語
。
霜
に
あ
た
っ
た
蕪
は
甘
み
が
出
て
美
味
。
大
好
き

を
言
わ
ず
に
お
れ
な
か
っ
た
作
者
の
心
情
が
「
ど
っ
し
り
」
で
伝
わ

り
、
蕪
に
も
齢
に
も
取
り
合
い
な
が
ら
共
感
の
広
が
る
句
に
仕
上
が

り
ま
し
た
。

大
好
き
な
蕪
ど
っ
し
り
齢
重
ね

新
し
い
年
を
迎
え
気
持
ち
も
新
た
に
な
り
ま
し
た
。
ば
た
ば
た
過
ご

し
た
晦
日
を
思
い
な
が
ら
、
丁
寧
に
お
正
月
の
お
米
を
研
ぎ
ま
す
。

下
五
が
新
た
な
気
持
ち
を
伝
え
て
い
ま
す
。

丁
寧
に
米
研
ぎ
す
る
や
お
元
日

原
田　

勝
子

小
田　

純
子

鰤
は
成
長
す
る
に
つ
れ
て
、
名
を
変
え
る
の
で
出
世
魚
と
も
呼
ば
れ

て
い
ま
す
。
誕
生
日
は
お
孫
さ
ん
で
し
ょ
う
か
。
気
が
つ
け
ば
、
子

や
孫
の
成
長
ば
か
り
を
考
え
て
し
ま
う
歳
に
な
り
ま
し
た
。

寒
鰤
を
コ
ト
コ
ト
煮
る
や
誕
生
日

日
野
ム
ツ
子

俳
句
の
基
本
　
　
拗
音
は
一
音

繋
ぎ
た
る
命
の
バ
ト
ン
大
旦
　
　
佐
藤
八
千
子

　
　
　
　
　
　
新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
好
美
さ
ん
の
句
に
も
あ
り
ま
し
た
が
、

本
年
は
三
十
六
年
に
一
度
の
「
五
黄
の
虎
」
と
も
呼
ば
れ
る
年
で
す
。
昭
和
二
十
一
年
、
六
十
一
年
、
令

和
四
年
の
人
が
こ
れ
に
あ
た
り
ま
す
。「
五
黄
の
虎
」
生
ま
れ
の
人
は
、
自
分
の
信
念
を
持
ち
、
何
を
い

わ
れ
て
も
曲
げ
な
い
性
格
で
実
行
力
も
人
一
倍
と
か
。
五
黄
の
虎
年
生
ま
れ
に
あ
や
か
っ
て
、
俳
句
も
か

く
あ
り
た
い
も
の
で
す
。
こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
俳
句
を
し
な
い
方
か
ら
人
も
「
見
て
ま
す
よ
」
と
お
声
を

か
け
ら
れ
、
い
つ
も
心
は
ほ
っ
こ
り
し
ま
す
。
俳
句
は
、「
詠
む
人
」
と
「
読
む
人
」
が
い
て
成
り
立
つ

文
芸
で
す
。
本
年
も
ご
愛
読
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。　
　
　
（
選
者　
こ
ご
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

（
選
者
・
評
）

大
旦

お
お
あ
し
た

お
お
あ
し
た

　
寿
大
学
文
芸
部
は
一
年
間
の
学
習
成
果
を
毎
年
「
十
句
集
」
に
ま
と
め
発
行
し
て
い
ま
す
。
年
頭
に
あ

た
り
令
和
三
年
の
部
会
員
の
優
秀
作
品
を
紹
介
し
ま
す
。

　
（
選
者
の
声
）
新
た
に
新
人
三
名
を
迎
え
、
楽
し
い
句
会
が
続
い
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は
い

つ
で
も
ご
自
由
に
ご
参
観
く
だ
さ
い
。
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
こ
ご
）

平
成
も
残
り
百
日
霜
の
朝　
　
　
　
　
　
　
　

佐
藤　

文
雄

葉
桜
や
本
音
の
言
え
る
齢
に
な
り　
　
　
　
　

西
田
志
の
ぶ

あ
た
ら
し
き
涙
と
出
会
う
終
戦
日　
　
　
　
　

甲
斐
加
代
子

述
懐
は
影
絵
の
如
し
と
ろ
ろ
汁　
　
　
　
　
　

竹
石　

末
子

い
っ
せ
い
に
蟻
の
ふ
り
む
く
パ
ン
の
耳　
　
　

時
松
由
美
子

朝
寒
や
ひ
と
り
を
包
む
た
ま
ご
焼
き　
　
　
　

甲
斐　

順
子

誉
め
ぬ
ま
ま
父
の
遺
せ
し
秋
桜
画　
　
　
　
　

林　
　

香
澄

七
十
路
の
ホ
ッ
プ
ス
テ
ッ
プ
梅
日
和　
　
　
　

吉
光　

好
美

渡
り
鳥
虚
空
に
道
あ
り
我
も
ま
た　
　
　
　
　

内
田
ト
シ
子

窓
開
け
て
逃
が
し
て
や
り
ぬ
鬼
や
ん
ま　
　
　

時
松　

干
城

新
稾
や
腰
を
下
ろ
し
て
見
る
夕
焼　
　
　
　
　

竹
尾
き
く
み

終
活
や
母
の
単
衣
の
花
も
よ
う　
　
　
　
　
　

志
賀　

文
子

九
重
寿
大
学
文
芸
部　

一
年
間
の
活
動
結
果
発
表

佳
作
　
二
十
席

佳
作
　
二
十
席

か
ぶ
ら

と
し

か
ぶ
ら

か
ん
ぶ
り

ご
お
う

し
ゅ
っ
せ
う
お

よ
う
　
お
ん

じ
ゅ
っ
か
い

な
な
そ
じ

し
ん
わ
ら

ひ
と
え

ふ
ゆ
そ
う
び

し
ま

ほ
う
ま
つ

ふ
ゆ
か
す
み




